ゲオルク トラークル ノ シテキ ゲンゴ ニカンスル ノート by 宮下 茂 & Miyashita Shigeru
ゲオルク・トラークルの詩的言語に関するノート（宮下）
ゲオルク・トラークルの
　　　　　　　　　　　　詩的言語に関するノート
宮　下 茂
　　ゲオルク・トラークルの初期の作品のなかに”Klagelied“という詩が含ま1れ
ている。同じ時期の詩のほとんどが脚韻を踏む詩行からなっているなかで，こ
の作品はこのような定型性を脱した始めのものであり，その後のトラークル独
自の詩的空間を予感させる様相を呈している。
　　　　　　　　　　　　　　　Klagehed
　　　Die　Freundin，　die　mit　grtinen　Blumen　gaukelnd
　　　Spielt　in　mondenen　Gtirten
　　　O！was　glUht　hinter　Taxushecken！
　　　Goldener　Mund，　der　meine　Lippen　rtihrt，
5　Und　sie　erklingen　wie　die　Sterne
　　　ロ　ロ
　　　Uber　dem　Bache　Kidron．
　　　Aber　die　Stemennebel　sinken　tiber　der　Ebene，
　　　Tanze　wild　und　unsagbar．
　　0！meine「Freundin　deine　Lippen
10　Granatapfellippen
　　　Reifen　an　meinem　kristallenen　Muschelmund．
　　Schwer　ruht　auf　uns
　　Das　goldene　Schwe圭gen　der　Ebene．
　　Zum　Himmel　dampft　das　Blut
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15　Der　von　Herodes
　　Gemordeten　Kinder．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S，280）（注1）
この詩作品に，詩形象の構成を通じて詩人がいかなる主題を託しているのか，
そして言語の組み立て方とその全体としての詩の構造がどのようなものなのか
この小論においてまず検討していくことにしよう。
　ところで，自らの詩作について記すことのほとんどないこの詩人が発信日が
不明で，1911年の晩秋の頃と推定されている彼の友人E．Buschbeck宛の手紙
において，この詩作品”Klagelied“を創作するに際して彼のとった詩に対する
見解を端的に述べているのである。そこで主要な部分をここに引用してみよ
う。
　　，，°・9°9
　　ここに書き換えた詩を同封します。これは今や非個人的（unpers6nlich）
　なのですからもとの作よりなおのことよくなっています。そして破裂する
　ほどに動きと幻影（Bewegung　u．　Gesichten）でいっぱいです。
　　このような宇宙的な形式と仕方にわいて（in　dieser　universellen　Form
u．Art），この詩が，最初の草稿の限られた個人的なそれにおいてよりも多
　くのことを君に語り，告げるであろう，とぼくは確信しています。
　　君はぼくの言うことを信じてくれますね，ぼくを，表現されなければなら
　ないものに無条件に従わせること（mich　bedingunglos　dem　Darzustellen・
　den　unterzuordnen），それはぼくにとって容易なことではないし，これ
　からも決して容易にはならないだろうことを。そこでぼくは繰り返し繰り
　返し自分を正していかなければならないのです，真実なものを真実に与え
　るためには（um　der　Wahrheit　zu　geben，　was　der　Wahrheit　ist．）。“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Briefe　Nr。26　S．485　f．）
三つの段落においてそれぞれ同じことが述べられている，つまりUnpers6n・
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lichkeitのことであり，それは詩作する主体（Ich）を反映したstimmungsvoll
な言語形象を作品の場から消去する問題である。このような普遍的（universell）
なフォルムとその方式による表現，非個人的な表現を実際に展開するとき，作
品の表現上の効果は，第一段落においては，詩の意味内容の点で動きと幻影，
つまり表象の喚起力の増大であり，第二段落においては，詩作品の意味領域の
拡大である，と述べられている。このことについて言寺人は書き換えられた詩
”Klagelied“をその初稿体と比べて言っているわけであるが，この初稿体は現
在消失していて，ここで言う動きとイメージの増大が，言葉をどのように組み
替えることによって生じたのか，また個人的な表現をどのように変更すること
によって作品全体の多層的意味形成が可能となったのかもちろん確認すること
は出来ない。しかしながら，上で引用した手紙で明らかなように詩人はまずも
ってこの作品がunpers6nlichに言語形象化されたものである，と主張してい
るのである。つまり，この第2稿体のこの詩作品に意味連関において宇宙的な
Perspektiveが開示されているのは，それはこうした非人称の構成原理に従っ
ている言語構造に基づいてこそである，と確信しているのである。だから，そ
の構造をとらえることが肝要となる。
　二つの詩行にまたがる最初の文は，文末のGedankenstrichにもよるのであ
るが詩の始まりの状況を示している。この詩全体の方向を定める作用因として
の主題提示といった序曲である。”Die　Freundin“，詩の始めに置かれているこ
とによるその唐突な印象から，この形象は詩人のbiographischな特定な人物
を感じさせる。このことからこの文全体の場面は経験的な自然の描写（Be－
schreibung）ととれそうである。しかしそうした内実的な位相にある”die　Freun・
din“は，関係文において，どちらかといえば反自然的でネガティーフな形象
”grtine　Blumen“と係わっている（spielt）。しかも”gaukelnd“という状況で
である。その上こうした振舞は”in　mondenen　Garten“と形象化された場に
おいてである。この複数名詞Gartenの前置詞句と主語Freundinとの組み
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合せによって，主語とその定動詞との表現する意味空間は，Beschreibungにお
ける限定きれた時間と空間の日常的な対象の場ではなく，時間的にも空間的に
も多層的可能性としてのネガティーフな　（monden）不定性領域へと関与する。
言うなれば，この文全体が実像表現から虚像形象へと変化していくのである。主
体のReflexiOnとしての対象性にある経験的次元の表現にではなく，どこにも
あってどこにもないといった言語のみの構成する言語空間にである。そして，
それ以降の詩行はこのようなプロセスをあらたに展開していく。
　詩行3は詩の主体の対象性に基づく二元的な空間設定の状況を表現している。
箋界線（Taxushecken）の向う側への主体のpositivな関心（was　glUht……！）
を意味する。このwasは次の詩行においての形象”goldener　Mund“であり，
それが主体へと係わる（……，der　meine　Lippen　rifhrt．）ことを示している。
そのことに反応するように次の5行でsie（＝meine　Lippen）がerklingenす
る。それも直喩形式（wie　die　Sterne）においてである。つまり，謎めいた対
象（goldener　Mund）と詩の主体の交流の始まりはまず直喩的な状況であるこ
とを示している。そしてそのことを通して，聖書の世界（tiber　dem　Bach　Kid－
ron）の引用によるような歴史的，空間的な広がりの増大した形象がつづく。し
かし，次のaberに始まる7行目において状況は転調する。”Die　Sternennebel“
が地上に掛かる（sinken）のである。霧による物象の輪郭線は，直喩的了解の明
るさはDammerungの次元へと，この複合名詞Sternen－nebe1は5行目のwie
die　Sterneに対応するのであるが，このSterneがnebligな状態へと変化す
るのである。それはMetapherの領域への必然的な言語上の変移を意味してい
る。そしてそうした次元のアスペクトが次の詩行で説明されている。日常的な
組み立の破壊（wild）であり，同時にそれにより切り開かれている不可能な闇
（unsagbar）での自由感としてあるエロス的な跳梁（Tanze）である。それを引
き受けて詩行9～11にわたる文はmetaphorischな展開と成り行きを形象化し
ている。9行目から10行目にかけてのAppositionの関係にあると見られる三
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つの名詞の配置に，つまり順列的接続（Nacheinander）：meine　Freundin　deine
Lippenと改行による並列関係（Nebeneinander）にある10行目のGranatapfe1・
lippenの位置に注意してみると，まず，　Vokativ”meine　Freundin“，これはこ
の詩の冒頭における”die　Freundin“であるが，それに一人称単数の所有代名
詞がついているのである。Das　Ichが表記されていることは主体の視座が明示
されたことである。そのことによって，次の形象”deine　Lippen“が詩の始ま
りの浮情的発露としての，空間であって空間でない非対象的な二人称の世界へ
と広がっていることを示すことになる。しかし，Duの世界は即座にEsの対
象化された世界とならざるをえない。”Granatapfellippen“カs’行を改めてつづ
く。それはこの行が前行の世界観と異なることを意味している。暗喩的な世界，
それは主体の対象との所有関係という意識の徹底した局面を言うのであるが，
同時に言語形象の側面において次のように言うことが出来よう。ここでの暗喩
形象で言えば，それはGranatapfelとLippenという日常的には異質な内容を
示す名詞が結合されることによって，それぞれの固有の意味が相互に作用し合
い融合し，その事実性を離脱した特異な意味空間を開示する暗示的世界である
と。そしてこうした言語現象は語句の結合関係に留まらず必然的展開としてさ
らに文単位の次元へとポリフオニックに拡大する。だから，ここでApposition
の関係にあると見られる三つの名詞配置に，直喩性から暗喩性への発展が示さ
れているわけであるが，この主語における発展形象に対応する動詞と状況語か
らなる次の行がつづくことによって主語詩行のGeschlossenheitが破られ，さ
らに多層的な意味領域が開かれていくのである。こうした状況はまた次の様な
局面にも現われている。つまり，主語Granatapfe11ippenのLippenと動詞の
支配下にある前置詞句”an　meinem　kristallenen　MuschelmundのMundとの
主客関係が，詩行4における関係とは逆になっているという点においてである。
ところで，この二つの言葉はここでは単に身体表示の意味として用いられてい
ないことは明白である。名詞MundはLippen，　Zunge及びZahneを含むロ
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蓋の全体を言うのであるが，問題はLippenの位置で，身体の外と内との出入
口であり，呼気吸気をそしてそれに基づく音声の発話による言葉を通過させる
場，そのMundの境界にある。こうした身体の部分を表わす名詞のその身体
的機能性に詩作の場を示す空間的設定の表徴として転義させ（Ubertragen）て
いるわけである。4行から6行における直喩的状況をこの身体を表わす名詞の
位置づけから考えてみると，主体的立場は，Mundであり，しかもここではそ
の前の詩行からも考えられる外部としての，またそれは始まりとしての好情的
な輝き（golden）にある詩的共鳴空間，口蓋のような空洞体であるそのMund
が主体のLippenに係わる。そしてLippenが共鳴し，詩作の行為を展開する
（erklingen）。外部の事象を歌うこと，そのようにも言いかえられるだろう。で
は詩行9から11にわたる文においてはどうであろうか。暗喩化へのプロセスの
形象（deine　Lippen／Granatapfellippen）が成熟する（reifen）のは，さきに外
部性としてあった詩の対象空間のPersonifikationであるMundがここでは所
有代名詞meinにより主体の場｝こ変っているわけで，その場においてなので
ある。これは何を意味しているのだろう。恐らくこの逆転はエロス的状況のも
のと言うことは出来よう。しかし一つの事象だけにとらわれることなくもっと
普遍的な在り方としてとらえるならば，それは主客の逆転状況一般の形象であ
る。最初の，外部的対象を主体（meine　Lippen）が歌うというアスペクトは，
ここでは対象自身が暗喩的自律性を帯び，主体にとりfremdな局面にあるこ
とが示されている。言うなれば，物象が唇を持って主体に関係なく勝手に語る
ことであり，同時に主体側のこの時点での状況も受動的（受動的というのはこ
こでは主体の喪失，，lchverlust“の実現である）であり，言語としてはMuschel・
mundといった主体自身が暗喩としてのVerfremdungのなかに置かれている
のである。しかも形容詞kristallenという属性からも，詩作の場のIchを反映
した心理的な重さの皆無で，透明な真空状態にある，その実体喪失した空洞体
（Mund）に主体がされているのが分る。また別な言い方をすれば，主体的に
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対象ヘァプローチすることがm蕊nnhchでそしてその対象性がweiblichであ
る（Freundin）・と言える意識の二元的対立を通して，言語との係わりにおける
暗喩的強制による主体性の逆転が暗示されているのである。つまり，対象が主
体的になり（GranatapfellipPen），詩の始まりの主体が受身の状況に置かれて
いる（Muschelmund）のである。次の二つの詩行において，だからこうした
二元的対立の距離が溶解した（uns）にもカ・かわらず，空間は広漢とした広が
り（die　Ebene）にあって重々しく凝然とした沈黙（das　goldene　Schweigen）
そのものなのである。これはまた意識の次元に所属せざるを得ない言語形象化
の作業における不可能事としての心理的なSchwer－mutを反映している。つづ
く14行から17行まではこの不可能事をあえて超絶しようとする詩人の使命とし
ての自己犠牲の心情が託きれている。このイメージはまた6行目の”ilber　dem
Bache　Kidron“（旧約聖書サムエル後書15章の23及び福音書ヨハネ伝18章1～
2）と同様に聖書からの引用である（マタイ伝2章16）。このようなAnspielung
は，R．D．　Schierが論述しているように，二元的なアスペクトに対する垂直的
な意味空間の措定を可能にする（注2）。
　きてこの詩の主題それは標題KlageliedからKlage，運命としてある人
間の悲しみである。しかし同時に，普遍的な存在を実現するための主観消去
（lchverlust）へのプロセス，そしてその困難きの心理的甥り（Klage）をも表わ
している，と比喩的に解釈することができるのである。詩作の場において，表
現しなければならないものに無条件に自己を従わせることによって”真実なも
のを真実に与える“ことが可能となることを形象化している。
　以上の詩のとらえ方が唯一のものともちろん筆者は考えているのではない。
読老はまず一つの詩作品を理解するに際し，無意識にあるいは本能的に一つの
齢を・慣し擶をそこに鮒するものだからである．詩磁成要素である
言語は客観的事実を，あるいは詩人の心情を色濃く反映する鏡でしかないと見
倣すわけなのである。言語形象が視覚あるいは聴覚にとらえられているとして
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も，言語の意味体系として向う側に映っているrealなものを見ているのであ
り，言語像はあくまでもそこに文字としてあっても実はその言語そのものを見
ているのではない。詩における芸術行為はこうした言語の在り様を逆転させる
こと，言語の不在性にあえてイニシアティブを与えることとして，特にボード
レール，ランボー，マラルメといったフランスの詩人たちによって展開された
のである。トラークルはこうした詩作のModernitatに着目していた，と思わ
れる。特にランボーへの関心は強く，作品への影響は無視出来ないのである。
詩作品”Klagelied“はトラークルにとって恐らくこのような実験的な試みのも
のであったのだろう。というのも，それが書き手のであれ，読み手のであれ，
その主観のReflexionとして把握しようとするならば，この作品は解読不可と
して放棄するしかない謎めいた作品だからである。事実この詩作品における各
詩行に組み込まれている文と文との意味連関をとらえようとするとき，それを
結合しているストーリーの論理性はない。なるほど最初の2行はこの詩の主題
提示としての位置のために一応切り離して老えることはできる。では3行目以
降はどうであろう。3行目の描写が4，5，6行目の文及び語句の描く情景に
いったいどうつながるのだろう（4行目のmeine　Lippenは5行目のsieであ
るといった文法的論理はあるのだが）。さら｝C　7行目の，，Aber……“で始まり8
行目にわたる情景は何故接続詞aberなのか，　Beschreibungの論理性からはと
らえられない。それにつづく9行目から11行目にいたっては，そのApposition
の配置そして暗喩形象の累増的な動性に従った配置により，それぞれの対象領
域の自律性は止揚きれ透明な闇といった言語空間を現出する，そんな様相を呈
して事実描写を離脱している。前後の文との論理的結合はempirischな視座か
らは不可能である。つづく12行から13行における文のつながりも不明である。
Ims“ ﾆはどういう事態なのだろう。なるほどその前の文における　”meine
，，
Freundin　deine　Lippen／ny－・…／……an　meinem　kristallenen　Muschelmund“の
所有代名詞の結合関係から推測は可能ではある。しかし何故それがここでの情
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景において㎜sと表現されているのだろうか。次の14行から16行においても
上の文とのあいだには到達不可能な深淵がある。
　このようなことからしても，トラークルの作品に係わる者には上で試みたよ
うな分析しかないのではないか，と筆者は考える。例えばBlumeという名詞
一語に絞って老えてみるならば，私たちのあらゆる経験層を反映した特殊な意
味内実，あるいはその花がユリであれ，ヒヤシンスであれ，そうした事実とし
てあるその都度の特定性にある意味内実といった側面と，その内容を支える骨
格，花ならば抽象化されそこに花として成立つぎりぎりの基本的なフォルム，
つまり，花弁，雄蕊，雌蕊といった部分からなる形態あるいは薫りをはっする
こと，寿命のはかなきそして種族保存のさまざまな生態というような機能原型
としての意味の形式的側面から成っている，と言えるだろう。トラークルの詩
においてはむしろこの一語をこうしたフォルム，機能といった構造性にある意
味においてとらえるしかないのではないだろうか。非人称的自律性にある言語
相を主眼とする詩人にとってはなおのことである。そしてこのことはもちろん
他の品詞にも，前置詞句などの語句さらには文単位のものにもあてはまる。但
し，内実的な意味要素がほとんどないと思われる不変化詞などにはこうした操
作をする必要はほとんどない。すでに初めからその機能性，方向性などにおい
て作用しているからである。
　そこで，例えばこの詩作品”Klagelied“をkinetischな図式性に着目して分析
してみると次のようになるだろう（注3）。この詩全体は7行目のaberという接
続詞からも分るのであるが，この詩行の前の1行目から6行目と7行目から16
行目までと二つの部分に分けられる。まず1行目と2行目のgaukelnd，　spielt
それに地上的な場を意味するin　mondenen　Gartenという語句からIchの対
象（grtine　Blumen）と係わる運動が示されている。次の3，4行も，，hinter
Taxushecken“という地上の場面設定に，”was“が”g1Uht“し，”goldener
Mund“が”meine　Lippen“に”rtthrt“する，対象の主体へ係わる運動表現で
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ある。5，6行では主体（sie）は一 hwie　die　Sterne“に，，erklingen“する。しか
も立体的な空間表示としての”曲er　dem　Bache　Kidron‘‘という語句の3格支
配のtiberから，垂直的な運動の後の状態表現である，と考えられる。7行目に
おいては”wie　die　Sterne“に対応して，暗喩的なVerschleierungとしての
形態（d至eSternennebel）を持った物象が”sinken“してくる。次の行には，上
の行に根ぎし反応するようにIchのエロス的な放射の動性が形象化されている。
詩行9の空間は主体からDuへと共鳴する言語的関係（deine　Lippen）への広
がりを示す。そして詩行10においてEsの形象になる。そのLippenが次の行
において”reifen“する。しかもIchが暗喩的な状況（Muschelmund）にある
ことは，実体としての重さのない（kr童stallen）という在り様においてであり，
その場合に対象の語りかけ（Granatapfellippen）が成就する（re三fen）。詩行12
から13までにおける”das　goldene　Schweigen　der　Ebene‘‘と”uns‘‘とのあい
だに，前置詞aufから分るように主語が上に位置し，主体側（Wir），ここでは
前文におけるIchの物象との係わりから主体の視界の社会的，歴史的広がりを
も意味するのだが，その状況における主体側が下に位置づけられていて，距離
が感じられる。詩行5～6の主体と対象の共鳴関係は”wie　die　Sterne“のごと
く上空に位置し，詩作の始まりの状態と考えられるのに対し，ここでは対象把
持の不可能性としてある距離が重く（schwer）のしかかっているのである。そ
して次の3行において，この距離を超越し，上昇する（zum　Himme1）ために
はIchの消去としての死をおいてほかにない（gemordeten　Kinder）。詩行1
から6までの対象との直喩的な関係は，詩の主体の空間を基調としているので
ある。そして，詩行1～4における対象との交流は水平的ベクトルにあるが，
次の詩行5～6は垂直的な運動性を感じきせる。そして後半の展開では，暗喩
的なプロセスを経て，言語の自律的空間の定立を表示している。まず，詩行7
において，前半との対立（aber）は，物象との直喩的そして垂直的係わりの結
果である不明性の状況を示している。次の8～11は文構成からどちらかといえ
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ば水平的動性の形象である。つづく12～13行がこのメタフォーリッシユな暗さ
を次の14～16行の上昇的垂直ベクトルへと方向転換させる空間表示となってい
る。こうしたことから，das　Ichの世界観の動性は水平的な方向性を持ってい
るのに対して，das　Nicht－lchの世界の実現の場の詩形象には垂直的ベクトル
が支配的である。
　トラークルがlchverlustを，前に引用した手紙での理論を詩の場において実
践し，展開したそのプロセスをこの詩作品は物語っている。unpers6nlichな
詩の形象化の効果，意味空間の多層的増大は言語の意味内実の器としての構造
的な側面から，機能性にある意味性からとらえ，その特質をNebeneinander，
Nacheinanderというような配列関係において構成することによって可能と
なっているのである。しかしそれにしても，この詩においてunpers6nlichな
作品形成として試みられたこの作品に，どちらかと言えば普遍性を呈していて，
単なる一個人とは思えないが，やはりIchの現われは気になるところである
（ここではまた所有代名詞としてであって，この品詞の働きからも意味的な重
点はそのかかっていく所有対象である名詞にあり，人称代名詞Ichとは多少の
違いはあるのであるが）。やはり作品として，この手紙の論に則った場合，作品
の完成度を，つまりIchによる説明的な在り様による言語の自律性を阻害して
いる，とも言えるわけである。そこで，トラークル独自な詩空間を現出させて
いる時期の作品においてさらにもう一度このUnpers6nlichkeitにある詩作の
態度が言語現象としてどのように形象化されているか，確認しておきたい。こ
こで散文詩”Verwandlung　des　B6sen“（S．97　f，）をとりあげることにする。
なるほどUnpers6nlichkeitが詩作品においていかに現象しているかを考察す
るには，詩の構成の基本的な要素であるVersそしてStropheの形式的限定性
の場において，またそうであるからこそ詩のリズムがこの形式性を媒介として
展開されうるのであるが，その局面において言語の組み立の諸相をみることが
根本であるから，散文詩をとりあげることは不充分と思われるのが妥当かもし
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れない。しかし，非人称的な言語を観念体系から解放しようとする姿勢におい
ては，言語の内在的リズムの動性に従って自律的空間を結晶させることが可能
な作品の場，VersとかStropheに制限されることなくそれを徹底的に展開
することが可能な作品の場，それは散文詩型を置いてほかにない。そうした
dokumentarischな諸相がそこに最も典型的に表示きれるものと思われる。
　　この作品は5つの段階からなるが，第一段落と第五段落を見ていくことにす
る。
　　　　　Herbst：schwarzes　Schreiten　am　Waldsaum；Minute　stummer　Zerst6－
　　　rung；auflauscht　die　Stirne　des　Ausstitzigen　unter　dem　kahlen　Baum．
　　　　（S1）Lang▽ergangener　Abend，　der　nun　tiber　die　Stufen　von　Moos　sinkt；
　　　November．（S2）Eine　Glocke　lautet　und　der　H量rt　fuhrt　eine　Herde
　　　von　schwarzen　und　roten　Pferden　ins　Dorf．（S3）Unter　dem　Haselge．
　　　bttsch　weidet　der　grifne　Jager　ein　Wild　aus．（S4）Seine　Hllnde　rauchen
　　　von　Blut　und　der　Schatten　des　Tiers　seufzt　im　Laub　uber　den　Augen
　　　des　Mannes，　braun　und　schweigsam；der　Wald．（S5）Krahen，　die　sich
　　　zerstreuen；drei．（S6）Ihr　Flug　gleicht　einer　Sonate，　voll　verblichener
　　　Akkorde　und　mannlicher　Schwermut；leise　16st　sich　eine　goldene　Wol．
　　　ke　auf．（S7）Bei　der　MUhle　z廿nden　Knaben　ein　Feuer　an．（S8）Flam－
　　　me　ist　des　Bleichsten　Bruder　und　jener　Iacht　vergraben　in　sein　pur－
　　　purnes　Haar；oder　es　ist　ein　Ort　des　Mordes，　an　dem　ein　steiniger
　　　Weg　vorbeiftthrt．（Sg）Die　Berberitzen　sind　verschwunden，　jahrlang
　　　traumt　es　in　bleierner　Luft　unter　den　F6hren；Angst，　grtines　Dunkel，
　　　das　Gurgeln　eines　Ertr三nkenden：aus　dem　Sternenweiher　zieht　der
　　　Fischer　einen　groBen，　schwarzen　Fisch，　Antlitz　voll　Grausamkeit　und
　　　Irrsinn．（Slo）Die　Stimmen　des　Rohrs，　hadernder　Manner　im　RUcken
　　　schaukelt　jener　auf　rotem　Kahn　tiber　frierende　Herbstwasser，　lebend
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　　in　dunklen　Sagen　seines　Geschlechts　und　die　Augen　steinern　tiber
　　］Nachte　und　jungfrauliche　Schrecken　aufgetan．（Sll）B6se，（S12）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S．97）
　S1（Satz　1．のこと，以下同様）の冒頭の名詞”Herbst“の次のKolonから，
その後につづく二っのSemikolonにより区分された三つの形象群がHerbst
とAppositionにあり，定義づけの働きをしていることが分る。言うなれば
Herbstを違った三つの側面から言い現わしているのである。第一番目のヴァ
リエーション（V1とする）。schwarzes　Schreiten　am　Waldsaum“における対
象の内部性としてあるトラークルの基本語Waldの端づたいの歩行のイメージ。
二番目のヴァリエーション（V2）”Minute　stummer　Zerst6rung“のHerbstは，
黙した破壊の時間形象である。三番目のヴァリエーション（V3）”auflauscht
die　Stirne　des　Aussatzigen　unter　dem　kahlen　Baum“。上の2つの語句と
文法的にAppositionであるのではもちろんない。先行するHerbstの二つの
定義形象との位置関係から同じ次元にあると見倣されるのである。そしてこれ
に加えて，この文形のauflauschtという分離動詞の前綴auf一が分語法（Tmesis）
に従っていないこと，L．　DietzがVersの問題として述べているように（注4），
これはVersをSyntaxとしての文から独立させ，それだけでの完結度を増そ
うとし，孤立したGedankenfragmentとして扱おうとした気持の現われ，っ
まり文ではあるがあたかも複合的な一つの名詞ととらえようとする気持の現わ
れである。このことからもこの文がAppositionととることは可能である，と
言えよう。内容的には”der　Aussatzige‘‘（死を待つばかりで人間社会から隔
離された人間像）が内部において（im　kahlen　Baum）じっとなにかに集注す
るイメージ。以上の三つのヴァリエーションをよく見るとそれぞれが独立した
イメージであると同時にSemikolonによるつながりから，Punktよりは有機的
な関係がある。この三つの形象は順をおって対象空間への深まりといった発展
がある。歩行のイメージは対象との係わり，交流する形姿である。そして破壊，
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それは対象把持としての破壊ととれそうである。そしてなにか内側にあって，
対象との交わりの深まりの現われとして，主体のネガティーフな状況のなかで
の対象集注である。S2：”langvergangener　Abend“が，上のauflauschtに応
じるように浮ぴあがる思い出といった過去形象としてつづく。しかしその関係
文が現在形なのである。このことにより事実としての時間の秩序から言語空間
内でのみ遍在する非現実的な絶対的現在の形象となっていく。だから，Semi－
kolonにつづく名詞Novemberは前半の影響をうけて，事実としての特定な
11月ではなく，時空間を越えた普遍的な11月として前の時間形象と意味的に
Appositionとなる。そしてこうした一連の時間形象は”Herbst“に対応して
いる。S3：HerbstのV1の再現として，ここの形象は水平的運動（fUhrt……
ins　Dorf）を表わしている。　S4は対象の解体の場面（V2）である。　S5はV3の
状況と同一である。主体（der　grttne　Jtiger）の手が対象（Wild）の血をかぶり，
そまっているといったなにか受身的な相を呈している。殺害された獣（Tier）の
幻影像（Schatten）が主体（Mann）へと係わる（seufzt）。これは主体の殺害行動
後に，ある窮りが生じた心理を反映しているともとれる。Kommaを介して形
容詞。braun　und　schweigsam‘‘そしてさらにSemikolonにより。der　Wald“
がつづく。これはS2における組み合せに似ている。二つの文と二つの形容詞
とがSemikolonをはさんで単一名詞へと集約され，一点に固定されたように
配置されている。こうした文形態のアナロジィから前半の文と後半の名詞とは
同格関係にあると考えられる。S6も同じ配列である。前文のanimalischな
形象に関連して”Krahen“が飛び散る，しかもdreiに。この3という数字は，
キリスト教ではmannlichなものを意味する。そして今までの文形態，つまり
S1における一つの名詞が三つの同格形象へとひろがるパターンにおける数字
3である。いままでのこの文形態を再度念をおすように「拡散は三である」，な
にかそんなテーゼのような響を含んでいるのである。S6は主題の働きをして
いた”Herbst“（T，とする）と”Langvergangener　Abend・…・・；November“
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（T2）と同列の文T3である。それ故，それにつづくS7が拡散する三つのSatz－
modellとしてS1のヴァリエーションに対応するように配置きれている。”lhr
Flug　gleicht　einer　Sonate“は直喩の次元を表わしていて，あの歩行のイメー
ジに関連する。それにつづく語句”voll　verblichener　Akkorde　und　mannlicher
Schwermut“は前文の状態をさらに詳細に表現していてV2に応じるものとし
ての独立性が弱められている。しかし，V1とV2は意味的には対象への主体の
積極的な姿勢の状況を示していることからすれば，Syntaxにおいても融合し
やすいことはうなずけよう。verblichen，　mannlichがこうした状況を物語って
いる。Semikolonによって，それにつづく文はV3である。内部に深く係わる
ことは対象の消失（auf16sen）にっながっていく。文形態からは，このS7は
S2，　S5，　S6と同系列にある，と言えよう。　S8は前文の。eine　goldene　Wolke“カs
”aufl6sen“することに関係している形象であるが，主語（Knaben）が複数形で
あることから，ここで述べられていることがあらたまった一般論的な様相を呈
し，T、，　T2，　T3の主題系列に属す（T，），ととれる。　SgのなかのSemikolonを
境として，前半の二つの文はV1に所属する。”Bruder“，。1acht“といった言葉
に主体性が反映きれているからである。後半はV2の殺害のシチュエーション
であり，そして今までのSemikolonの働きから判断出来るのだがさらに接続詞
oderの機能からも，前半の文形象との同時性の並列表現であり，　Apposition
の関係にあることを示している。SloはV3の展開である。ここの特徴は文形
態の複合的な構成である。最初の二つの文は，消え去った（verschwunden）ネ
ガティーフな形象そして非人称化された動詞表現（es　traumt．）から，その研
ぎ澄された集注力がもたらした状況を表示する。そしてSemikolonにつづく
三つの単語は内部次元の主体の心理状況でV3のder　Ausstttzigeとkahlの
表わす状況に対応している。Kolonの後の文は最初の二つの文とその後の3つ
の単語｝c対応している。一読すると，直前の”das　Gurgeln　eines　Ertrinkenden“
の言い換えのようであるが”aus　dem　Sternenweiher……Fisch“の文は最初
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の二つの文の主体の集注状況に符合し，そしてその後につづくFischの
Apposition”Antlitz　voll　Grausamkeit　und　Irrsinn“が前の三つの単語と同
じ状況を表わしている。すでにここの文形態を構成する各要素がApposition
の関係にあることは，全体のV3という枠づけから，そして二つの文と三つの
単語の境を作るSemikolonのいままでの機能から明らかなのであるが，　Kolon
がまたそれにつづく二つの部分”aus　dem　Sternenweiher…・－Fisch“及び
”Antlitz……“とその前の並列された同格関係にある三つの単語と同一の位相
にあることを示し，さらに最初の二つの文とAppositionであることを明示す
る機能として働いている。S、、は前のFischerに関連して展開する。文章論的
には一つの文とそれに従属する二つの分詞句，主文の状況を示す分詞句からな
っている。主文はV1であり，つづく分詞句の前半はV2で後半はV3といっ
た構成である。しかし今までに繰り返えきれた三つのヴァリエーションの文形
象はAppositionが促す名詞化により，Syntaxを越えようとする方向にあった
のに，ここではSyntaxに則り文章形成がなされているのである。あくまでも
分詞句は主文に従属している。分節化を促すよりは全体が一つの文章へと組み
立てられているのである。この段落においてHerbstが三つのヴァリエーショ
ンへと分散するモチーフは，ここの終結部においては一つの文章化へと収敏す
るように構成きれている，と言えよう。そして，いままでこうした分散のパタ
ーンを繰り返していくその度にあった主題もまたこの一つの文へと集束され，
そこに含まれているとも言える。そしてSl2における終結部である。　B6seは
まず形容詞の名詞化として複数形「悪者たち」といった意味ととれそうである。
しかしむしろ，ここでは形容詞の述語的用法であり，主語とsein動詞の省略
された表現と老えるべきである。そうするとこの形容詞は，まずjenerの振舞
を表わす前文を規定することになる。しかし今まで見てきたことから判断でき
るのだが，文構成におけるテーゼと三つのヴァリエーションというパターンの
繰り返しに基づく連鎖的構造にあることから，ステップを踏むように次から次
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えと文形象を遡り，Herbstに到り，この段落全体を規定することになるので
ある。ここにちらばるように登場する男性像（die　Stirne　des　Aussatzigen，
der　Hirt，　der　grtine　Jager，　Knaben，　jener，　der　Fischer，　hadernde　Mtinner）
が終結部において形象B6seによって，いわば一瞬逆流するように脳裏に悪の
イメージとして点滅する，といった具合である。
　文章の組み立てを全体的に見てみると，S、のパターンはT、・V、・V，・V3で
ある。これは拡散，放射といった基本構成要素であり，以下これが三度にわたっ
て繰り返えきれる。S2からS5までが拡大きれたこのパターンとして展開する。
つまり，S2（T2）・S3（V、）・S4（V2）・S5（V3）である。さらにS6とS7においてS6
（T3）・S7（V1・V2・V3）そしてS8からSloにおいてもS8（T4）・Sg（V1・V2）・
Slo（V3）である。最後のS、1及びS、2においては，いままでの拡散する形象群を
受け，収敏する終楽章といった具合である。S、、は意味的には三つのヴァリエ
ーションとみることが出来る（主文V，・分詞句V2・分詞句V3）。しかしSyn・
taxに従って，全体が統一きれたSatzとなっていて，一っのテーマともとれ
る融合体である。そしてS12のBδseへと凝集し，終る。この集束のパターン
は，全体的に上の四つの拡散のパターンを受けているのだが，この拡散から集
束の構成はそれぞれのパターンを連結する働きを持って展開されてもいる。Si
のテーマの拡散するベクトルは，S2におけるテーマの繰り返しとして接続し
ているのであるが，この文の形態は，形容詞＋名詞，関係文；名詞となってい
る。この始めの名詞は関係文へと文法的に広がり，それから同格として名詞
Novemberがつづく型をとっている。一種の集束する文形態である。このこと
によって，S2の集束パターンがS、とS2とを結ぶ。”Herbst“は”November“
に対応している。きらに第二の拡散パターンの要素S5（V3）も似た構造を持っ
ている。文＋文，形容詞＋形容詞；名詞となっていて，最後の名詞に収敏する。
次のS6においても名詞，関係文；数詞という形態をしていて，この両方が第二
の拡散パターンと第三のものを接続する機能を持っている。S，も文，語句；文
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であり似た構造である。但し，ここでは文形式で終っているが，すでに三回に
わたりこの形式が繰り返されていることと，その形式のSemikolonの機能に
よることのパターンの規定力がここに作用し，文そのものが一つのSubstanz
になることを強制することから，やはり同じ集束のパターンと言うことは出来
よう。これが第四の拡散のパターンの接続の役をしている。以上のことから明
らかに察知されるのだが，この段落全体の構造は，こうした拡散と集束のパタ
ーンがそれぞれにおいて，またその組合せにおいて生じるAppositionに必
然的にともなってくるNach一及びNebeneinanderとしての言語的構造体系
Parataxeである，と言える（注5）。そしてそれ故に，それを介して，文章ある
いは語句といった単独名詞以外の成分をもSubstantivierungへと促す言語上
の必然事が出来するのである。Syntaxの論理性から言語は解放され，詩的空
間の構成要素としてのみ機能することになる。この作品で言えば，結晶化され
たそれぞれの形象群は，Herbst・＝B6seというResonanzの構造性から，すべ
て名詞化したもののParataxeであり，言語においてしか在り得ない言語空間
における現在，絶対的現在というSimultanitatであるはりつめられた鏡言葉
の鏡と言えるだろう。だからそれ以降の段落は，喩えて言えばこの鏡面に映る
鏡像，das　Ichの映像としてのDu，そのDuへの凝視の比喩的動性形象とし
て展開されるのである。
　第一段落が5つの部分から成立っていたことをこの鏡は反映して，そして第
一段落のS，にある形象Sonateの音楽形式を反映して，次に4つの段落が展
開きれる。さらに，第一段落のS1のパターンがその全体の方向を決定する動
機として働いていたように，この基本的パターンのヴァリエーションがそれぞ
れの段落を規定する枠として関与している。第二段落はV、，第三段落はV2そ
して第四段落はV、である。第一段落における凝縮した真空の場，言語の多層
的な構造性の反響空間に比べ，第二段落から第四段落は，文の調子がずっと流
動的で，一貫した比喩的な筋が見てとれる。この論においては，言語構造に主
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眼をおいているので，また紙数の関係もあるので鏡の成立によってその後に生
じる鏡像Duとの交流現象をおっていくことは省略する。しかし，この詩作品
の標題”Verwandlung　des　B6sen‘‘のVerwandlungという名詞から，それが
由来するその動詞verwandelnのet．4　in　et．4　verwandelnという文型から，
des　Bδsenの2格名詞の後に見えない形で前置詞句in　etwas，つまりなにか
’に変ることを意味する語句が要請される。拡散的に水平的に鏡面を無限にすべ
っていくしかない悪の諸相がなにに変身するのか，この作品全体の構造から，’
この第五段落において予感としてではあるが，詩人の解答が形象されているの
でとりあげることにする。
　　　Ein　Toter　besucht　dich．（S1）Aus　dem　Herzen　rinnt　das　selbstver．
　　gossene　Blut　und　in　schwarzer　Braue　nistet　unsaglicher　Augenblick；
　　dunkle　Begegnung．（S2）Du－ein　purpurner　Mond，　da　jener　im　grtinen
　　Schatten　des　Olbaums　erscheint．（S3）Dem　folgt　unverglingliche　Nacht．
　　（S4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S．98）
　意識を介入させるとき，二人称の世界はたちどころにEsの世界へと変容す
る。対象化すること，物として限定化すること，それは対象の生きた有機的な
生命のリズムを破壊することでしかない。これが意識の構図である。それでも
なおDuに向うとき，　IchがIchである限り不可能な事なのであろう，ただ無
限に，絶望的に表面を，鏡の面をすべっていくしかない（UnendlicheΩual，／
DaB　du　Gott　erjagtest／・・…・S．160）。　Du，それは本来的自己投企の世界であり，
Gottの秩序にある垂直的次元である。人間はIkarosのように神になろうと飛
翔する。しかしHybrisなのである。不可能故の死である。それはまた，あ
の神話像NarziBがDuをとらえようと水に身を投じることなのである。自己
の死においてしかそこには到達できない。
　さて，Ichverlustを詩作において実践することは作品の空間においてDuの
世界を形象化することである，と言えよう。この段落においては，Duへの語
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りかけの究極的次元が展開される。それは一人の死者（ein　Toter）との出会い
である。これは言うまでもなく聖書の次元，あの救世主キリストの形姿であるr
先に見た詩作品”Klagelied“にも聖書のZitatが作品に組み込まれていた。
R．D．　Schierは，トラークルの詩作品”Afra“（S．108）を分析しながらトラー
クル独自の言語形象，いままでのドイッ好情詩の流れのなかにあってかつてな
い言語の新しい局面を切り開いた，と評価し，その詩的言語をfigurale　Sprache
と定義づけている（注6）。これは聖書におけるExegeseのfigurale　Deutungに
ついてのE．Auerbachの論述を言語の次元へと応用したものである。具体的
にはZitatとして，修辞学的に言えばAnspielungとして現われる。一つの原
テキストの意味形象が切りとられ，詩作品に加えられ，そしてその加えられ方
によって作品全体の意味領域が，その歴史性による垂直的でポリフォニックな
様相を呈し増大することを促す。文体論的には，それはParataxeである。そ
れはMetapherの二次元的世界体系を破壊する言語的操作である。だから，
この段落に聖書の空間を組み込ませたことは，いままでの水平的な鏡面をすべ
っていく無限地獄としての言語形象をうち破ることであり，そこに垂直的な神
の秩序を開示することである，と言えよう。Du：S3のこの冒頭のDuの重い
響き，それはIchの消滅の瞬間（unsaglicher　Augenblick）である。　Duの世
界は次につづくS4のfiguralなPerspektive　lこおいてのみ可能となる。”Dem
folgt　unvergangliche　Nacht“．，動詞folgenのこうした形象化は詩作品”Afra“
にもあり（注7），Schierはこの原典をF．　H61derlinのHymne”Patmos“の終
結部からと推測している：
　　……，der　Vater　aber　liebt，
　　Der　tiber　allen　waltet，
　　Am　meisten，　daB　gepfleget　werde
　　Der　feste　Buchstab，　und　Bestehendes　gut
　　Gedeutet．　Dem　folgt　deutscher　Gesang．（注8）
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ここに言われていることは，Vater（＝Gott）がBuchstabeを通してそしてそ
うした詩作品を解釈するそこにこそ現出する，ということである。ドイッの歌
に係わることがなににもまして神の現在の可能性にあることと予告きれている
のである。トラークルは，こうした先達の切り開いた空間，言語空間の結晶を
Anspielungという言語上の作業において実現しようとする。作品に，そのよ
うなTextの歴史性（deutscher　Gesang）を引き受ける（zitieren）ことによ
って，自己をとりまく現実的にいっそう痛苦に満ちたEsの世界，ドイッの歴
史空間へと転化することによって，そこに，それを反映する言語の場にDuの
世界の可能性（”Dem　folgt　unvergangliche　Nacht．”）を見い出そうとしたの
であろう。
　以上2つの詩作品を分析しながらIchverlustが言語的にどのように反映され，
形象化されているのか，その際詩の主体の存在論的側面も考慮に入れ考察して
きた。トラークルの詩的言語，それをC．Heselhausは。absolute　Metapher“
（注9）と定義づけ，W．　Preisendanzは。Verdinglichung“（注10）と定義づけてい
る。そしてさらにSchierは”figurale　Sprache“と定義づけている。こうした
主張はもちろん，その学問的姿勢からのニュアンスの差異はあるが，言語現象
からみて妥当な解釈であり，意義あることは言うまでもない。しかしながらそ
れでもなお，そうした主張のなかにさえ詩作品の分析においてとかく陥る抽象
性は否めない。だから，それに基づく空虚から文学を復権させるためには，詩
人の実存的息吹きを，意識の果しいな彷径に身を曝しながらも先達の文学する
存在の痕跡を拠り所として言葉の真実を歌うその真摯な心情の形姿を見失なっ
てはならない。
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